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１教育研究評議会議事録（5 月 10 日開催）の確認 

  玉手学長から，前回 5 月 10 日開催の本会の議事録（案）について確認があり，議事録が了承され
た。 
 
 
２【協議】令和 5 年度行動計画について 
花輪理事から，令和 5 年度行動計画について審議願うものである旨説明があった。 
次いで，玉手学長から，本件について諮られた結果，原案どおり了承された。 

 
本件に係る主な意見は次のとおり。 
・ 令和 5 年度新規の指標があるが，計画を前倒しして取り組んで欲しいということか。 
・ そういった意味で新たに設けたものや，組織を整備した後の計画として，新たに設定した指標

などがある。 
 
 
３【報告】山形大学高度情報専門人材育成推進本部の設置について 
花輪理事から，議題に関して，報告があった。 

 
 
４【報告】経営協議会（5 月 25 日開催）について 
学長から，議題に関して，報告があった。 
 
 

５【報告】令和 6 年度概算要求（施設整備関係）について 
纐纈理事から，議題に関して，報告があった。 

 
 
６【報告】国立大学法人山形大学における公的研究費等の不正使用防止対策の基本方針の改定について  
根本理事から，議題に関して，報告があった。 

 
 



７【その他】他機関における研究費不正使用事案（参考） 
根本理事から，他機関における研究費不正使用事案について，説明があった。 

 
 
８【その他】質の高い研究時間の確保について（提言） 
花輪理事から，研究時間確保のための提言について，説明があった。 

 
本件に係る主な意見は次のとおり。 
・ サバティカル研修の利用者が少ない理由及びどうしたら活用できるかを解析をして欲しい。金

銭的な補助も検討願いたい。 
・ 研究時間確保のために「3 具体的方策」と「4 その他の施策」を挙げているが，順番が逆ではな

いか。「その他の施策」として挙げたエフォート管理などがあって初めて具体的方策を進められ
るのではないか。 

・ 指摘のとおりだが，その順序ではなかなか進まないのが現状であり，具体的に１日研究専念日
を設けるという提案をした。実施して生じる問題に対処することで，業務効率化・簡素化が進
むということがあるのではないか。 

・ 教員の役割分担を評価とセットで具体的に進めていかなくてはいけない。トップダウンで実現
して欲しい。 

・ 教育版 URA として，専門的な視点で学部カリキュラムにコメントできる人材がいれば，委員
会業務も減り，大学として一元的なカリキュラムを作ることができる。 

・ 研究スタイルによっては，毎日数時間ずつ研究に専念できる方が良い人もいる。時間の使い方
はある程度自由度を持たせてほしい。 

・ 医学部では，大学病院や臨床実習もあり，1 日研究に専念する時間を確保するというのはほぼ
不可能である点配慮願いたい。 

・ 講義や医療をしないという趣旨ではなく，マインドセットとして取り組むものであることをご
理解いただきたい。 

・ 研究のほか，行動計画に示された様々な指標を達成しなければならない。エフォート管理や運
用で工夫していくのか。 

・ 物理的に１日の時間を空けた場合，他の業務にしわ寄せが行く。業務の合理化もパラレルで進
めていかなければいけないと考えている。確保した 1 日の使途を研究に限定するものではな
く，教育も含めて教員が自由に設計できる日にしたい。 

 
 
 
  その他，花輪理事から，本学における新型コロナウイルス感染症の感染状況について，報告があっ
た。 

 
 
  次回は，令和 5 年 7 月 12 日（水）に開催することとなった。 
 


